
集団指導

◆点数表示の目安　：　　　３＝十分に取り組んでいる　　　２＝概ね取り組んでいる　　　１＝取り組めていない　

子
育
て
支
援

・個人面談などの話し合いの場に加えて、保護者と共通理解を得るための機会を設けて
いる。子育てに関する相談にのり、援助をしている。

・子どもの変化を見逃さず必要に応じ適切な支援につながるよう努めている。
・保護者一人ひとりの状況に応じた個別支援を行っている。

備　考

・状況に応じて、柔軟な対応や保育の展開ができている。

・生活のリズムが安定し、子どもが見通しを持って保育所の生活を主体的に過ごせてい
る。

個別の
援助

指導計画

・家庭とコミュニケーションを十分とり、子どもの育ちや保育についての理解を保護者
と共有し成長を喜び合っている。
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・安全面、衛生面に気配りしながら、季節や気候の変化に応じて、保育園内外の様々な
環境を十分に生かすことができている。

保育環境

評価項目

保
育
内
容
の
向
上

・計画作成時の予想と実際のずれ、子どもの発想・気づき・思いの捉えや受け止めを次
の計画・保育の展開に反映している（伝えあっている）。

評価
　　　　　　　　　　 ３　　　　２　　　　１　　　　尺度

　　　　　　　　　高　　　　　　　　　　　　　低

・遊びや食事などのグループは、適切な構成（人数、子どもの組み合わせなど）となっ
ている。

・一人一人の多様性に配慮した保育を心がけている。 3
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・保育を行う上で知り得た情報は、正当な理由なく漏らさず秘密保持を徹底している。

　　　　　　　　　　　　我孫子市立湖北台保育園　

・こほくっこタイムなどで親子と触れ合い、子育て支援を積極的に取り組んでいる。

・小中学生や実習生を受け入れる時も、より広い視野から自分達の保育を捉え、地域の
関係機関などと連携を深めるようにしている。

・散歩時など、地域の人に気持ちよく挨拶を交わす。

・日常の送迎時や連絡帳で保護者の思いにも耳を傾けつつ、取り組みの理由や意図を含
めた保育のプロセスを丁寧に伝えている。

・保育所保育指針や保育園の方針等に照らしながら子ども達の実情に即した指導計画を
立てている（担任間で話し合っている）。
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・集団の全体的な状況は、一人ひとりにとって安心感や楽しさを味わえるものとなって
いる。

・環境の構成（空間の確保、物の位置、配置、数、扱い、時間の調整など）を適切にし
ている。
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職員間でクラスの枠を超えた連携を図り、子ども一人一人の発達状況や個々の課題について情報共有を行いながら、共通理解
のもとで保育を進めている。また、子ども達が安全かつ安心して過ごせる保育環境の維持に努め、日々の保育を実践している。
さらに、地域子育て家庭との交流の場を設け、子育て支援に取り組んでいる。

園全体の評価

・個人情報が入っている書類を外部に持ち出したりせず適正な管理ができている。

・専門書を読んだり積極的に研修に参加し、学んだことを伝えたり、保育に生かしてい
る。

・外部の研修で学んだ新しい知見や最近の動向、他園の取り組みなどから、自分（自
園）の保育を振り返っている。

今後の課題と取り組み

保護者との信頼関係をより深めるため、園での保育や行事、日々の取り組みについてその目的や意図が伝わるよう
に、情報発信の方法を工夫していく。地域子育て相談機関としての役割を職員一人一人が理解し、地域への周知に努
めていく。

・行事やその準備は、無理なく子どもの実態や思いに即したものとなっている。

・保育士間の連携を適切にしている（相互の援助、言葉のかけ方、行動、タイミングな
ど）。

・お互いの立場を思いやり、一緒に楽しみながら保育する。

職員間の連携

・報告、連絡はメモに残し忘れずに伝える。 3

3

令和7年度保育園自己評価


